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福岡県学童保育連絡協議会（以下、福岡県連協）に加盟してくださっておられるクラブ・個人・賛助

会員の皆様、働きながらの子育てを頑張っておられる保護者の皆様、そして支援員の皆様、皆様が共に

協力し合い、日頃よりご尽力してくださっていることに感謝し、合わせて県連協へのご理解ご協力あり

がとうございます。  

 

今年は、国の新たな学童保育施策が施行されて 4年目でした。一方で、地方自治体から学童保育

の「設置・運営基準」緩和を求める動きが起こりました。私たち学童保育関係者は「設置・運営基

準」の堅持を求める国会請願署名活動を行いましたが、残念ながら、請願は採択されず審議未了と

なりました。その後、11 月には基準緩和が発表されてしまいました。 

また、今年の夏も集中豪雨による災害が起き、直方市の学童保育は床上浸水の被害が起きました。

そして、福岡県も含めた全国の学童保育で、子どもたちが性的被害に合う事件が起きました。 

今、学童保育に必要なことは、信頼のおける放課後児童支援員が配置され、子どもたちが安心安

全な環境の中で最善の利益が保障されること。そして、心も身体も健やかに発達成長できる学童保

育となり、保護者が安心して働くことができるようにすることです。 

そのためには、全国学童保育連絡協議会と各県連絡協議会は、国や国会議員、県市町村議会に対

し、「設置・運営基準」を下げないよう働きかけることをめざしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学童保育の「従うべき基準」の堅持と早期拡充をめざす決議 

 

2017 年 12 月 26 日の「平成 29（2017）年の地方からの提案等に関する対応方針」において、「放

課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準（以下、設備運営基準）」の「従うべき基準」

の廃止または参酌化について、「地方分権の場」で検討されることが閣議決定された。 

私たち全国学童保育連絡協議会は、「従うべき基準」の廃止または参酌化について断固として反対

し、子どもの命と安全を守る上で欠かせない「学童保育の『全国的な一定水準の質』」を確保する

ために、「従うべき基準」（指導員の資格と配置）を堅持し、早期に拡充することを求めてきた。 
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私たちは、厚生労働省や内閣府に対しては要望書を提出し、「放課後児童対策に関する専門委員

会」にはヒアリングの場において「従うべき基準」の堅持を訴えてきた。緊急に行った「学童保育

（放課後児童健全育成事業）の『従うべき基準』を堅持することを求める」請願署名では、目標を

大きく上回る 20 万 8993 筆の署名を国会に届けた。同時に、「公的責任における放課後児童クラブ

（学童保育）の抜本的拡充を目指す議員連盟」と「自由民主党学童保育（放課後児童クラブ）推進

議員の会」(以下、「自民党議連」)にも働きかけ、それぞれの総会の場で「従うべき基準」の堅持

を訴えた。 

  

こうした私たちの取り組みで子どもたちのいのちや安全を保障していくには「従うべき基準」は

必要不可欠であるという認識が大きく広がってきた。「自民党議連」においては「放課後児童クラ

ブの『従うべき基準』の維持を求める決議」が決議され、厚生労働大臣に申し入れが行われるなど

国会での動きもつくられた。厚生労働省は、当初、2018 年８月を目途に具体的な検討を行うとして

いたが、2018 年 10 月現在、結論はでていない。しかしながら、「地方分権の場」における「従うべ

き基準」の廃止または参酌化の検討は依然として進められている。予断を許さない状況にあり、「従

うべき基準」の堅持を求める取り組みを今まで以上に強めていく必要がある。 

 

私たちは、引き続き「従うべき基準」を守る取り組みを後押しするために、地方議会や自治体か

ら「『従うべき基準』の堅持を求める意見書」を提出する取り組みをすすめている。2018 年 10 月現

在、埼玉県議会、福岡県議会、岩手県議会、埼玉県東松山市などで、意見書が提出された。 

「設備運営基準」では、施設の広さや規模などが「参酌」にとどまったために、市町村の学童保

育に対する認識の違いによって、自治体施策の格差が生じている。「従うべき基準」を廃止または

参酌化することは、全国の学童保育の質に一層格差を生み出すことになり、子どもたちの成長・発

達及び安全確保に困難を強いるものである。 

私たちは、この総会において確認された「子どもの命と安全を守る上で欠かせない「学童保育の

『全国的な一定水準の質』」を確保するために、「従うべき基準」を堅持し、早期に拡充させる取り

組みをすすめます」という方針のもと、世論の理解を得るとともに、国会への請願をはじめ国、国

会議員、地方議会および地方自治体に対して、あらゆる手立てを検討し、取り組みを進めていく。 

以上、決議する。 

 

 

2018 年 10 月 19 日 全国学童保育連絡協議会 2018 年度 定期総会 
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１、保護者と支援員が今こそ一つになり、運営指針に沿った子どもたちの最善の利益が 

  守られた学童保育となるよう、実施主体である自治体に働きかけること。各自治体条 

  例「放課後児童クラブ設備運営基準」の現行基準を維持すること。 

 

２、各市町村議会に「意見書」の提出をお願いする 

 

３、学童保育で関わる全ての支援員が学ぶための研修の機会をつくる 

 

４、請願書の取り組み（準備中） 

これから、私たちにできることは！ 

福岡県議会 意見書提出 
        2018年 9月議会 

福岡県議会の意見書提出がきっかけとなり、北九州議会、鞍手町が 12

月議会で採択されました。みなさまの関わる自治体にも働きかけて頂く

ことをお願いします。 
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 福岡県連協では、10 月の主任者研修（6０名）、11 月の新人研修（6８名）、各地域で出前研修を

開催しました。出前研修では、その地域に赴き、全ての支援員を対象に経験豊かな講師が運営指針

や実践に基づいた研修で共に学び合うことができます。皆様の地域でも是非！！ 

 

 

 

 

 

 

 

■日時：2019年 2月 24日（日）  ■場所：宗像ユリックス・メイトム宗像 

  ■記念講演【石原剛志 先生】   ■12分科会 

  ■子どもと共に参加して、 

子どもも楽しい研究集会！ 保護者、支援員は共に学び合う共同の研究集会！  

  ■今年は開会行事も企画して、朝から元気が出る研究集会です。実行委員会は当日ま 

   で 6回の検討を行い、参加者が一日楽しく学び合えるよう準備を進めています。 

  ■リーフレットは来年正月明けには皆様のお手元に届く予定で進んでいます。皆様の  

   参加をお待ちしております！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

＜県連協活動予定＞ 

  ★ 第 37回県研究集会実行委員会(2019.1/13 2/17) 

★ 第 37回県研究集会(2019.2/24) 

          ★ 各地域ブロック交流会 

          ★ 役員会(2019.1/13 2/17) 

支援員研修の機会 

第 37 回福岡県学童保育研究集会に向けて 

託児【あそびの広場】は 
ただの託児じゃないよ♡ 

ワクワク！ドキドキ！ウキウキ！だよ～♡ 
午後からは参加者といっしょにあそびを楽
しむよ～♡ 
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☆子どもたちの作文やイラストを全国連に送り、子どもたちの作文やイラストを載せても 

らいましょう！！ 開くのが楽しくなります。 

詳しくは福岡県連協へ・・・ 

 

 

 

 

 

 

HP をご覧になって、ぜひ加盟したいと思われたクラブ・個人・そして運営者の皆様へ 

 

 ご覧の通り、県連協は全国とつながり、様々な情報を得ながら、学童保育を利用する

全ての子どもたちへの育成支援、働きながら子育てする保護者への就労支援が出来る

よう、情報提供や、県市町村への要望や懇談、相談業務、諸々の学習会を行い、皆様

と共に頑張ろうと思っています。 ぜひ共に！！ 

 

 加盟して下さる場合は県連協事務局へご連絡をくださいませ 

              県連協事務局☎番号 093-662-6000  木下まで 

見どころ！！ 

『日本の学童ほいく誌』1月号  

 

1月号の特集は“学んで知ろう！子どもの権利” 

 

P13「子どもの権利条約とはなにか―批准から 25

年、あらためて学ぶ」 

東海大学の山下雅彦さんが執筆しています。2019

年は日本が「子どもの権利条約」を批准して 25 年

目の記念すべき節目にあたり、子どもの権利条約の

歴史・基本原理・内容を再確認・子どもをめぐる状

況と政策の課題、さらに運動の進展をふまえて 

 

 

 

 

是非、読んでください。山下先生は 2 月の研究集

会で分科会の助言者をしてくださいます。 

“アップデート”した、 

今後の実践的な課題提起！！ 
日本の学童ほいく誌は「学童

保育専門誌」です。学童保育

を通して執筆者の気持ちや

思いそして学童保育に関わ

る人なら共感できる内容や

記事がたくさん載っていま

す。まだ購読されていない方

は購読を！！県連まで 


